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　長い歴史と伝統を誇るモスクワ国立バレエアカデミー
に今年から入学することが決まった細谷海斗さん（湯
沢南中学校を３月に卒業）。
　留学に向け、バレエの練習にも一層熱が入ります。辛い
練習に心が折れそうになっても「本番での成功が何より
もうれしい」と夢をかなえるための努力を惜しみません
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「
健
康
寿
命
」
と
は
健
康
上
の
問
題
で
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
、
す
な
わ
ち
「
介
護
を
必
要
と
せ
ず

に
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
期
間
」
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

県
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
は
表
１
の
と

お
り
で
す
が
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康
寿
命
を

引
い
た
期
間
が
、
日
常
生
活
に
制
限
が
あ
る

「
不
健
康
な
期
間
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
不
健
康
な
期
間
」
を
少
し
で
も
短

く
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

の
た
め
に
取
り
組
む
の
が
「
介
護
予
防
」
で

す
。①

運
動
機
能
の
向
上

　

身
体
は
使
わ
な
い
と
筋
肉
が
減
り
、

骨
も
弱
く
な
り
ま
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
身
体
を
鍛

え
、
今
の
筋
肉
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

②
栄
養
改
善

　

年
を
取
る
と
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
を

好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
低
栄
養
に

な
ら
な
い
よ
う
肉
・
魚
・
卵
な
ど
の
た
ん

ぱ
く
質
を
毎
日
取
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
口
腔
機
能
向
上

　

お
い
し
く
楽
し
く
安
全
な
食
生
活
の

営
み
の
た
め
に
歯
の
お
手
入
れ
だ
け
で

な
く
口
や
舌
、喉
の
動
き
も
鍛
え
ま
し
ょ

う
。

④
閉
じ
こ
も
り
予
防

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す
る

こ
と
を
見
つ
け
、
生
活
全
体
を
活
性
化

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
認
知
症
予
防

　

認
知
症
は
誰
で
も
か
か
り
得
る
病
気

で
す
が
予
防
も
可
能
で
す
。
字
を
書
い

た
り
、
人
と
交
流
し
た
り
す
る
こ
と
が

脳
に
良
い
刺
激
を
与
え
ま
す
。
一
日
一

回
は
大
笑
い
し
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運

動
や
栄
養
摂
取
も
大
切
で
す
。

⑥
う
つ
予
防

　

う
つ
の
早
期
発
見
で
適
切
な
治
療
・

支
援
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

ッ
チ
ニ
ー
サ
ン
シ
！
ゴ
ー
ロ
ク
シ
チ

　
　
　

ハ
チ
！
」

　

平
清
水
町
内
会
館
に
は
毎
月
第
二
、
四
木

曜
日
、
明
る
い
声
が
響
き
ま
す
。

　

平
清
水
町
有
志
婦
人
会
「
ひ
ま
わ
り
サ
ロ

ン
」
で
は
、
一
年
前
か
ら
介
護
予
防
に
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
初
め
の
三
カ
月

間
は
市
の
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

「
元
気
ひ
ろ
げ
塾
」
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
の
指
導
で
踏
み
台
昇
降

な
ど
の
運
動
機
能
向
上
に
効
果
的
な
体
操
を

学
び
ま
し
た
。

　

市
で
実
施
し
た
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
終
了
し
「
元
気
ひ
ろ
げ
隊
」
の
一

員
と
な
っ
た
佐
藤
ト
ク
さ
ん
を
中
心
に
、
運

動
す
る
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
集
い
の
場

と
し
て
も
活
用
し
、
月
二
回
の
楽
し
み
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う

今
の
元
気
を
い
つ
ま
で
も
！

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
た
い
」「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」「
い
つ
ま
で
も

健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
」…

誰
も
が
願
う
「
健
や
か
な
老
後
」。
こ
の

願
い
を
か
な
え
る
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

　

介
護
予
防
と
は
単
に
高
齢
者
の
運
動
機
能

や
栄
養
状
態
と
い
っ
た
個
々
の
要
素
の
改
善

だ
け
を
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
心
身
機
能
の
改
善
な
ど
を
通
じ
て
、
高

齢
者
の
生
活
機
能
を
高
め
、
社
会
へ
の
参
加

を
促
し
、
一
人
一
人
の
生
き
が
い
や
自
己
実

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
が
ポ
イ
ン
ト

介
護
予
防
が
目
指
す
も
の

で
日

活
で
き

と
せ
ず

こ
と

の
と

寿
命
を

ン
ト

現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
寿
命
を
で
き
る
だ
け
延
ば
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
喜
べ
る
長
寿
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平均寿命
（歳）

健康寿命
（歳）

不健康な
期間（年）

男　性

女　性

78.22 70.46 7.76

85.93 73.99 11.94

（平成24年厚生労働省）

表1　県の平均寿命および健康寿命

介
護
予
防
に
有
効
な
取
り
組
み
は

　
　
　
　
　
　
　６
つ
！

地域で広げる介護予防

元気ひろげ塾
地域で広げる介護予防

元気ひろげ塾
地域で広げる介護予防

元気ひろげ塾
地域で広げる介護予防

元気ひろげ塾

活動的になった

運動後のお茶飲みが
楽しい

身軽になった

バランス感覚が良くなった

家の中でも意識して
動くようになった

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
会

館
で
介
護
予
防
の
運
動
を
し
て
み
た

い
」
と
い
う
町
内
に
出
向
き
、
介
護
予

防
に
関
す
る
運
動
、
口
腔
体
操
、
脳
ト

レ
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内

で
自
主
的
に
継
続
で
き
る
よ
う
お
手
伝

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
手
伝
い
！

参加者の声

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

　
　
　
　
　
「
元
気
ひ
ろ
げ
塾
」

「会館さ集まってやるべぇ！」
「会館さ集まってやるべぇ！」
「会館さ集まってやるべぇ！」
「会館さ集まってやるべぇ！」

平清水町
ひまわりサロンのご紹介
平清水町
ひまわりサロンのご紹介

イ

介護予防サポーター
佐藤トクさん

「元気ひろげ塾」を実施して

外出するようになった

各自で持ち寄るお茶菓子
の作り方を習ったりでき
るのが良い

痛みがなくなった

足腰が丈夫になった

気持ちが明るく
なった

さ 

と
う

した。体操の後はみんなで持ち寄った手作り
のおやつでお茶を飲みながらの会話も楽しん
でいます。
　初めは踏み台に上がれないほど足腰が弱
かったかたもいましたが、「これじゃあいか
ん」と家に踏み台を持ち帰り練習してきてく
れて、今ではみんなと一緒にできるようにな
りました。
　このサロンに参加して、「表情が明るくなっ
た」「雰囲気が明るくなった」「いっぱいしゃ
べるようになった」と言われるようになった
人もいます。また、みんなで「足腰が丈夫に
なって動くのが楽になったね」と話し合って
います。

　もともと仲の良
かったお母さんが
たを中心に声を掛
けて始めました。
踏み台は夫が日
曜大工でみんなの
分を作ってくれま



□　よくつまづくようになった
□　足腰が弱くなり、早歩きができない
□　体力がなくなり、外出や趣味活動を控えるようになった
□　友人との交流が減少し、人と会う機会が減った
□　何事にも意欲がわかず、自宅で過ごすことが多くなった
□　今まで興味があったことに興味がなくなった
□　食欲がわかず、食事を簡単に済ませたり、食事を抜くことがある
□　食事中むせることが多くなった
□　口の問題を抱えている（口の中が乾く、口臭が気になる、食べこぼしが増えたなど）
□　身だしなみに気を使わなくなった
□　掃除機の使用や布団の上げ下ろしがおっくうになってきた
□　しょっちゅう探し物をしている
□　物忘れが多くなった
□　あっさりしたものばかり食べている
□　1日誰とも会話しない
□　食事の量が減って、この頃体重が落ちてきている
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？あなたも介護予備軍かも ！
チェックが付いた人は、介護予備軍（今後介護が必要になる可能性が高い人）です。

湯
沢
市
介
護
予
防
教
室

　
　「
ま
め
で
元
気
教
室
」
参
加
者
募
集
！

湯
沢
市
介
護
予
防
教
室

　
　「
ま
め
で
元
気
教
室
」
参
加
者
募
集
！

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
六
十
五
歳

以
上
の
人
で
、「
こ
こ
ろ
と
体
の
元
気
度

チ
ェ
ッ
ク
」
の
い
ず
れ
か
の
項
目
に
あ
て
は

ま
っ
た
人
に
は
、
市
が
実
施
す
る
介
護
予
防

教
室
「
ま
め
で
元
気
教
室
」
へ
の
参
加
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

ま
め
で
元
気
教
室
は
、
こ
こ
ろ
と
体
の
機

能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
介
護
予
備
軍
か

ら
抜
け
出
る
こ
と
を
目
指
す
教
室
で
す
。「
も

う
歳
だ
か
ら
良
く
な
ら
な
い
」
と
諦
め
ず
に
、

介
護
予
防
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
教
室
は
目
的
別
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
（
各
種
教
室
の
詳
細
は
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

■
対
　
象

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
、
以
下
の
条
件
の
ど

ち
ら
に
も
当
て
は
ま
る
人
。

①「
こ
こ
ろ
と
体
の
元
気
度
チ
ェ
ッ

　
ク
」
に
該
当
す
る
項
目
が
あ
る

②
教
室
に
参
加
し
介
護
予
防
に
取
り

　
組
み
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
る

※

年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み 

■
申
し
込
み
方
法

　

左
記
ま
で
、
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
際
、
次
の
二
点
を
必
ず
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　
⑴
参
加
し
た
い
教
室

　
　

①
か
ら
だ
元
気
教
室
（
運
動
機
能
向
上

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
　

②
お
口
元
気
教
室
（
口
腔
機
能
向
上
プ

　
　
　

ロ
グ
ラ
ム
）

　
　

③
食
べ
て
元
気
教
室
（
栄
養
改
善
プ
ロ

　
　
　

グ
ラ
ム
）

　
　

④
す
こ
や
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　

⑤
こ
こ
ろ
元
気
事
業
（
保
健
師
な
ど
に

　
　
　

よ
る
訪
問
）

　
⑵
参
加
し
た
い
時
期

　
　

①
6
月
〜
8
月
コ
ー
ス　

　
　

②
9
月
〜
11
月
コ
ー
ス　

　
　

③
1
月
〜
3
月
コ
ー
ス

※

お
お
む
ね
の
予
定
で
す
。
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
し
た
人
に
は
、
事
前
に
家
庭
訪

問
を
行
い
ま
す
。
病
歴
や
体
調
な
ど
を
確
認

し
、
参
加
が
適
切
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
二
十

七
年
度
参
加
し
て
い
る
人
は
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
第
一
次
募
集　

4
月
4
日
㈪
〜
22
日
㈮

○
申
し
込
み
・
問
い
合

　
わ
せ
　
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78

 

2
3
1
1
）
へ

○
回
数　

週
1
回
（
全

　

12
回
）
／
1
回
1
、

　

2
時
間
程
度

○
費
用　

無
料

○
定
員　

6
〜
10
人
程

○
回
数

週
1
回
（
全

12
回
）
／
1
回
1
、

2
時
間
程
度

○
費
用

無
料

○
定
員

6
〜
10
人
程

か
ら
だ
元
気
教
室

○
回
数　

2
週
間
に
1
回

　
（
全
6
回
）
／
1
時
間

　

程
度

○
費
用　

無
料

○
定
員　

5
人
程
度

お
口
元
気
教
室

○
回
数　

週
1
回

○
内
容　

入
浴
、
食
事
、

　

娯
楽
活
動
な
ど

○
費
用　

一
回
千
五
百

　

円
（
送
迎
あ
り
）

す
こ
や
か

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

食
べ
て
元
気
教
室

○
回
数　

1
カ
月
2
、

　

3
回
（
全
8
回
）
／

　

1
、
2
時
間

○
費
用　

調
理
実
習
を

　

行
う
日
は
食
材
費
が

　

掛
か
り
ま
す

○
回
数　

1
カ
月
1
、
2

　

回
／
3
〜
6
カ
月
間

※

そ
の
人
に
必
要
な
支

援
に
応
じ
て
、
保
健
師

や
健
康
運
動
指
導
士
な

ど
が
訪
問
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
元
気
事
業

　

教
室
は
初
回
か
ら
最
終
回
ま

で
、
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
、
全
て
の
回
に
参
加

く
だ
さ
い
。
会
場
は
そ
れ
ぞ
れ

の
教
室
ご
と
に
市
内
数
箇
所
に

設
け
て
お
り
、
お
住
ま
い
の
地

域
に
近
い
会
場
を
ご
案
内
し
ま

す
。

　

会
場
や
詳
し
い
日
程
は
、
事

前
の
家
庭
訪
問
の
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

からだ元気教室、食べて元
気教室、お口元気教室につい
ては、自分で行くことのでき
ない人は送迎も可能です。

各
種
教
室
の

　
　
ご
案
内

・
外
出
し
て
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
楽
し
み

　
を
持
ち
、
張
り
の
あ
る
生
活
を
送
り
た
い

・
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
見
直
し
た
い

　
　
　
　
　
　

◀

　
　【
す
こ
や
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
】

　
　【
か
ら
だ
元
気
教
室
】

　
　【
お
口
元
気
教
室
】

　
　【
食
べ
て
元
気
教
室
】

・
心
や
体
の
状
況
に
よ
り
外
出
が
困
難

・
教
室
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

　
専
門
職
に
訪
問
し
て
も
ら
い
、
生
活
改
善

　
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
助
言
を
も
ら
っ
た

　
り
し
た
い

　
　
　
　
　
　

◀

　
　
【
こ
こ
ろ
元
気
事
業
】

こころと体の元気度チェック

・
足
腰
を
鍛
え
、
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

　
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い

・
医
師
か
ら
運
動
を
推
奨
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　

◀

　
　【
か
ら
だ
元
気
教
室
】

・
む
せ
や
口
の
中
の
乾
燥
な
ど
、
口
に
関
す

　
る
問
題
を
改
善
す
る
方
法
を
学
習
し
た
い

　
　
　
　
　
　

◀

　
　【
お
口
元
気
教
室
】

・
栄
養
の
偏
り
や
食
欲
不
振
な
ど
、
食
事
に

　
関
す
る
問
題
を
改
善
す
る
方
法
を
学
習
し

　
た
い

　
　
　
　
　
　

◀

　
　
【
食
べ
て
元
気
教
室
】

チェックがついたら
「まめで元気教室」へ
申し込みを！5ページへ
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あなたのギモンを解決！予算のＱ＆Ａあなたのギモンを解決！予算のＱ＆Ａ

教えて！こまちちゃん教えて！こまちちゃん

湯沢市の予算湯沢市の予算
　平成28年度の当初予算が決まりました。
　市がどんなことにお金を使う予定なのか、
こまちちゃんがナビゲーターとなり、分か
りやすく紹介します。

。
か、
か

Ａ1
そもそも「予算」って
何ですか？

Ａ2

一般会計総額
282億5千万円
27年度比7.7％増
（20億2,880万円増）

1年間にどんなことにお金を使うの
か、どれくらいお金が入ってくるの
かをまとめたものです
■入ってくるお金　皆さんからの税金や国
　からもらえるお金など
■使うお金　ごみの収集、道路の管理、借
　金の返済など

現在行っている事業を見直しながら、
「地方創生関係事業」を始めとする
地域経済対策や人口減少対策を優先
しました
■平成27年に策定した「湯沢市まち・ひと・
　しごと創生総合戦略※」（地方創生）に関
　係する事業を始めとして、地域の経済を
　元気にしたり、人口減少に対応したりす
　るための取り組みを重点的に行います
□地方創生事業
　新しい働き方の推進、起業家の誘致、結
　婚・出産・子育ての応援など45事業

※総合戦略の詳細は、
広報ゆざわ3月15日
号と一緒に配布して
いるパンフレットを
ご覧ください。

予算の内訳はこちら（一般会計）

※「市民一人当たり」は、平成27年12月末現在の人口（4万8,063人）で計算しています。
※特別会計などの詳細は、市ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

お金の使い道は？
（支出）

入ってくるお金は？
（収入）

市民一人当たりの負担は？（市税）市民一人当たりに使われるお金は？

　さまざまな分野にお金が使
われていますが、金額が一番
多いのは「福祉」ですね。

　市の事業に必要なお金の半
分以上は、「国・県からもら
うお金」なんですね。借金は、
返すお金より借りるお金の方
が多いようです。

市民一人当たりに計算すると58万8千円です 市民一人当たりに計算すると8万1千円です

市民税3万円 固定資産税
4万1千円

軽自動車税
3千円

市町村たばこ税
6千円

入湯税500円

福祉の充実
17万2千円

教育・文化の振興
6万8千円

環境・衛生の向上
8万円

道路・公園・住宅
4万2千円

産業の振興
4万6千円

消防・防災
2万6千円

市の運営など
8万3千円

借金返済
7万1千円

こまちちゃんこまちちゃん

私が
紹介します

Ｑ1

総額10.6億円総額10.6億円

平成28年度予算の
特徴は？

Ｑ2

　平成28年度の当初予算が決まりました。
　市がどんなことにお金を使う予定なのか、
こまちちゃんがナビゲーターとなり、分か
りやすく紹介します。

借金返済
33.9億円
借金返済
33.9億円

市の運営など
39.8億円
市の運営など
39.8億円

消防・防災
12.3億円
消防・防災
12.3億円

産業の振興
22.1億円
産業の振興
22.1億円

道路・公園・
住宅20.4億円
道路・公園・
住宅20.4億円

環境・衛生の
向上38.6億円
環境・衛生の
向上38.6億円

教育・文化の
振興32.8億円
教育・文化の
振興32.8億円

福祉の充実
82.6億円
福祉の充実
82.6億円

合　計
282億5千万円

合　計
282億5千万円
合　計

282億5千万円

借金
35.2億円
借金
35.2億円

その他
18.9億円
その他
18.9億円

国・県から
もらうお金
175.2億円

国・県から
もらうお金
175.2億円

貯金の取り崩し
14.2億円
貯金の取り崩し
14.2億円

市民からの
税金39億円
市民からの
税金39億円
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平成28年度主な事業
では、実際にどのような事業にどれくらいお金を使うのか
見ていきましょう！

未来への設計図をつくる

▼総合振興計画の策定
　979万円

※金額は千円の位を四捨五入しています。

産業を元気にする

▼雇用を拡大する企業
　の設備投資を支援
　2,400万円

▼雇用を拡大する企業
　の設備投資を支援
　2,400万円

▼企業等の新たなチャレ
　ンジを支援（販路拡大
　ほか）
　1,800万円

▼企業等の新たなチャレ
　ンジを支援（販路拡大
　ほか）
　1,800万円

▼市外から起業家を誘致
　1,715万円

▼市外から起業家を誘致
　1,715万円

秋田県種苗交換会の
　開催  （協賛）
　4,345万円

秋田県種苗交換会の
　開催  （協賛）
　4,345万円

▼プレミアム玄米「金の
　いぶき」を核とした湯
　沢市産米のブランド化
　176万円

▼プレミアム玄米「金の
　いぶき」を核とした湯
　沢市産米のブランド化
　176万円

▼ローソンとの連携によ
　る地熱を活用した周年
　農業への挑戦
　541万円

▼ローソンとの連携によ
　る地熱を活用した周年
　農業への挑戦
　541万円

湯沢の魅力を発信する

▼ふるさと納税の推進
　1億 9,140万円

▼ふるさと納税の推進
　1億 9,140万円

移住・定住の促進
　283万円
移住・定住の促進
　283万円

▼ゆざわジオパークの推
　進  （普及、発信、研究、
　体制整備）
　4,725万円

▼ゆざわジオパークの推
　進  （普及、発信、研究、
　体制整備）
　4,725万円

▼観光イベントの開催助成    
　3,164万円

▼観光イベントの開催助成    
　3,164万円

新しい働き方をつくる

▼クラウドソーシングの導入支援
　5,617万円

▼クラウドソーシングの導入支援
　5,617万円

インターネットを活用した在宅ワークを取り
入れ、時間や場所に捉われない働き方を推進

結婚・出産・子育てを応援する

▼出会いの場の提供 （若
　者イベント補助を含む）
　227万円

▼出会いの場の提供 （若
　者イベント補助を含む）
　227万円

▼子育てシェアリングの仕組みづくり
　76万円

▼子育てシェアリングの仕組みづくり
　76万円

※

※子どもの送迎や預かりなど、子育てを手伝える
人と手伝ってほしい人をインターネットでつなぐ
仕組み

▼結婚祝い品の贈呈、市
　役所 deウエディング
　の開催、子育てクーポ
　ン券の配布
　340万円

▼結婚祝い品の贈呈、市
　役所 deウエディング
　の開催、子育てクーポ
　ン券の配布
　340万円

▼不妊・不育治療費の
　助成
　180万円

▼不妊・不育治療費の
　助成
　180万円

▼インフルエンザ予防接
　種費の助成 （乳幼児、
　小・中学生、妊婦）
 　870万円

▼インフルエンザ予防接
　種費の助成 （乳幼児、
　小・中学生、妊婦）
 　870万円

▼福祉医療費の助成  （通
　称：マル福）
　3億 9,581万円

▼福祉医療費の助成  （通
　称：マル福）
　3億 9,581万円
※8月から中学生まで対象を拡大

教育を充実させる
▼就学支援コーディネー

　ターの配置 （5歳児教
　育相談）
　91万円

▼就学支援コーディネー
　ターの配置 （5歳児教
　育相談）
　91万円

▼子ども読書活動支援員
　の配置（小学校）
　325万円

▼子ども読書活動支援員
　の配置（小学校）
　325万円

▼外国語活動の支援（小
　学校）
　209万円

▼外国語活動の支援（小
　学校）
　209万円

▼かがやきサポーター
　（特別支援教育）の配
　置（小・中学校）
　3,538万円

▼かがやきサポーター
　（特別支援教育）の配
　置（小・中学校）
　3,538万円

▼外国語指導助手（ALT）
　の配置（中学校）
　1,804万円

▼外国語指導助手（ALT）
　の配置（中学校）
　1,804万円

▼一流アスリート出前講
　座の開催（中学校）
　119万円

▼一流アスリート出前講
　座の開催（中学校）
　119万円

▼統合学校給食センター
　の整備
　16億 3,498万円

▼統合学校給食センター
　の整備
　16億 3,498万円

安心できる暮らしを守る

▼市民参加と協働のまち
　づくり活動に対する支援 
　4,141 万円

▼市民参加と協働のまち
　づくり活動に対する支援 
　4,141 万円

▼空き家の解体撤去費に
　対する一部助成
　750万円

▼空き家の解体撤去費に
　対する一部助成
　750万円

▼ごみ処理場の整備
　10億 4,479万円

▼ごみ処理場の整備
　10億 4,479万円

▼市営愛宕住宅（仮称）
　の整備
　1億 281万円

▼市営愛宕住宅（仮称）
　の整備
　1億 281万円

　結婚・出産・子育
てや、教育にも力を
入れていますね。

22

▼▼▼企企

▼▼▼
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▼総

11

▼▼▼市市
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秋

▼▼▼▼▼子子
▼▼▼結
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▼▼▼外外
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地方創生関連事業
　会場の三越伊勢丹日本橋本店と銀座店は、訪日外国人の来店が多いことから、外国人の趣向に合わせたデザイ
ンとし、さらに期間中は「湯乃華芸妓」や和装したALT（外国語指導助手）が駆け付け、日本らしさを演出し接
客にあたりました。
　また、次の商品開発や今後の販路開拓の参考とするため、会場と商品の製造会社をテレビ会議でつなぎ、お客
さんの声を直接聞くなどの試みも実施しました。

　インターネット上で企業から個人に対して仕事を依頼し、仕事
を請け負った個人が報酬を得ることができる仕組みです。企業か
らは、ホームページの作成や翻訳など、自社では対応できない専
門知識を必要とする業務を発注することや、商品開発や課題への
対策などに対して全国の人からアイディアを募集することもでき
ます。逆に仕事を請け負う個人は、時間や場所にとらわれず、空
いた時間で個人のスキルに合わせた仕事を請け負うことができ、
市では「新しい働き方」として推進しています。

しず小町

　来店された人からはどの商品も大変好評で、商品についての問い合わせも多く聞かれました。
　また、三越伊勢丹の担当者は、「地域に眠る良質な商品が、クラウドソーシングという新たな手法により世界に
発信されることは大変意義深い」と語っていました。
　今後も人口減少が予想されている中、湯沢の「しごと」や「ひと」を通じて、都会とさらには海外とのつなが
りを強化し、「ゆざわファン」の拡大を目指した取り組みを進めていきます。

▲お客さんと出展者がテレビを通じて、コミュニケーション ▲和装したALT がお客さんをお出迎え

▲商品を手に取り、店員さんに質問する姿が見られました ▲オープニングセレモニーには多くの報道機関が駆け付けました

地方と都会をつなぐ新たな挑戦地方と都会をつなぐ新たな挑戦

ゆ ざ わ プレミアム

　展示販売会に参加したのは、川連漆器の製造販売を行っている佐藤伊右衛門商店と漆工芸利山、株式会社木村酒
造、味噌醤油の製造販売を行っている高茂合名会社の4社。各社は、2月からクラウドソーシングを活用して商品PR
用のパンフレットや包装デザインなどの製作に取り掛かると同時に、PR効果を高めるため、3月には三越伊勢丹の
担当者とテレビ会議で準備を進めてきました。

【
佐
藤
伊
右
衛
門
商
店
】

【
漆
工
芸
利
山
】

【
株
式
会
社
木
村
酒
造
】

【
高
茂
合
名
会
社
】

◆
三
越
伊
勢
丹
日
本
橋
本
店
・
銀
座
店
に
出
展
し
た
商
品

 を実施しました
Yuzawa Premium

 を実施しました
Yuzawa Premium

ゆ ざ わ プレミアム

　市では、地方創生に向けた取り組みの一つとして「クラウドソーシングによる業務改革」を推進している中、3月
16日から22日まで、東京都にある三越伊勢丹日本橋本店と銀座店において、「Ｙｕｚａｗａ　Ｐｒｅｍｉｕｍ」と称
して、クラウドソーシングを活用した商品の展示販売会を行いました。

　市では、地方創生に向けた取り組みの一つとして「クラウドソーシングによる業務改革」を推進している中、3月
16日から22日まで、東京都にある三越伊勢丹日本橋本店と銀座店において、「Ｙｕｚａｗａ　Ｐｒｅｍｉｕｍ」と称
して、クラウドソーシングを活用した商品の展示販売会を行いました。
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申
し
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の
流
れ
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市
で
は
、
市
の
取
り
組
み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
、
市
職
員
が
講
師

と
し
て
出
向
き
、
お
話
を
す
る
な
ど
の
学
習
支
援
事
業
『
湯
沢
市
出
前
講

座
』
を
、
平
成
二
十
八
年
度
も
開
設
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
「
自
主
的
な
活
動
」
、「
仲
間
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
講
座
は
基
本
的
に
無
料
で
す
。

経済・産業

1　湯沢市の地熱エネルギー
　　○所要時間　30～120分
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型・体験型 
2　湯沢市農業の概要（高機能玄米産地化への取組み）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
3　湯沢市農業の概要（地熱活用）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
4　日本型直接支払制度
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型　
5　ジオパークでゆざわを元気に！
　　○所要時間　30～120分
　　○分　　類　視聴覚型・体験型
6　適切な利用で、農地を守ろう
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型　

水道・下水道

1　下水道のしくみ
　　○所要時間　90分　○分類　視聴覚型・体験型
2　湯沢市の水道料金
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
3　湯沢市の水道水
　　○所要時間　50分　○分類　視聴覚型
4　水道施設見学会
　　○所要時間　120分　○分類　体験型

出前講座メニュー

都市計画・交通

1　湯沢都市計画の概要
　　○所要時間　30分　○分類　視聴覚型

戸籍・国保・年金・後期高齢者医療制度

1　湯沢市の国民健康保険（7～9月不可）
　　○所要時間　40～60分　○分類　聴講型
2　後期高齢者医療講座（7～9月不可）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
3　国民年金講座（7～9月不可）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型

男女共同参画

1　男女共同参画社会
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
2　ＤＶ・デートＤＶ防止
　　○所要時間　45分　○分類　聴講型

行政・財政・市税

1　地方創生～人口減少と地域活性化～
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
2　湯沢市の財政状況
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型    
3　湯沢市の行財政改革
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
4　税のしくみ〈市県民税の申告〉（1～4月不可）
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型
5　税のしくみ〈固定資産税〉（1～4月不可）
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型

くらし・ごみ・環境

1　最近の詐欺の手口
　　○所要時間　45分　○分類　聴講型・視聴覚型   
2　湯沢市参加・協働のまちづくり
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型・視聴覚型
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福祉・子育て

1　出会い・結婚支援
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
2　福祉医療講座（7～9月不可）
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型 
3　児童虐待防止講座
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型
4　障がい者福祉講座
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
5　障がい児支援体制
　　○所要時間　30分　○分類　視聴覚型
6　湯沢市災害時要援護者避難支援プラン（全体計画）
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
7　生活困窮者自立支援制度
　　○所要時間　30～60分　○分類　聴講型
8　発達障害を理解しよう
　　○所要時間　120分　○分類　視聴覚型
9　もっと知ろう介護保険
　　○所要時間　40分　○分類　聴講型
10　介護無用講座
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型・体験型
11　成年後見による生活・財産安心講座
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型・視聴覚型
12　医療・介護から地域を考える講座
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型
13　認知症サポーター養成講座
　　○所要時間　60～90分　○分類　聴講型・視聴覚型

　その他市政に関すること

1　見つめてみよう、湯沢の魅力
　　○所要時間　60分　○分類　視聴覚型・体験型
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教育・文化・スポーツ

1　食育講座
　　○所要時間　30分　○分類　聴講型
2　一緒に学ぼう、家庭教育
　　○所要時間　30～45分
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型・体験型
3　湯沢市の文化財
　　○所要時間　30～45分　
　　○分　　類　聴講型・視聴覚型
4　ふれてみよう、郷土の歴史
　　○所要時間　30～45分　○分類　体験型
5　　体力年齢を知って健康保持増進！
　　○所要時間　40～50分
　　○分　　類　聴講型・体験型
6　ニュースポーツ紹介
　　○所要時間　30～40分　○分類　聴講型
7　身近で気軽に楽しくスポーツ　
　　○所要時間　30～40分
　　○分　　類　聴講型・体験型

選挙

1　くらしの中の選挙（選挙準備期間中は不可）
　　○所要時間　60分　○分類　聴講型

安心・安全

1　防災・減災講座
　　○所要時間　45分　○分類　聴講型・視聴覚型

○
希
望
講
座
を
選
択

　

下
記
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
希
望
す
る
講
座
を
選
び
ま
す
（
講
座
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

その他

1　特別メニュー
　　上記メニュー表に無いものでも、要望により可能な
　　範囲でメニューを調整します。気軽に相談ください
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時　　間月日(曜日) 場　　　　所時　　間月日(曜日) 場　　　　所
6:40～7:00

8:30～8:35

8:40～8:45

8:50～9:00

9:10～9:15

9:20～9:25

9:30～9:35

9:40～9:45

9:50～10:00

10:05～10:10

10:15～10:20

10:25～10:30

10:35～10:45

10:55～11:00

18:20～18:40

9:00～9:05

9:10～9:20

9:25～9:30

9:35～9:50

9:55～10:00

10:05～10:10

10:15～10:20

10:25～10:30

10:35～10:40

10:45～10:50

10:55～11:00

11:05～11:10

11:20～11:25

9:00～9:20

9:50～10:10

10:30～10:50

11:10～11:50

湯沢市役所雄勝庁舎前

三ツ村会館前

平城会館前

御返事会館前

小町の里前

赤塚十字路

寺沢 佐藤勝蔵さん宅前

下入会会館前

いちご組合前

フレッシュマートすが横

薄久内会館前

役内会館前

旧中山小学校前

おなじみ荘前

湯沢市役所雄勝庁舎前

京櫃入口

下小野会館前

中小野会館前

横堀駅前駐輪場

雄勝庁舎前

新馬場会館前

下院内児童館前

御屋敷 江畑冨士也さん宅前

ほっと館入口

松根児童館前

荒町入口

八丁会館前

南沢 山田善友さん宅前

湯沢市役所雄勝庁舎前

　　〃　　皆瀬庁舎前

　　〃　　稲川庁舎前

　　〃　　本庁舎駐車場北側

15
2016.04.01 2016.04.01
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平成28年度犬の登録・狂犬病予防注射日程表

①新規登録（鑑札の交付含む）には、3,000円。鑑札の再交付には1,600円の手数料が掛かります
②生後90日を過ぎた犬は、必ず登録を行わなければなりません。一度登録をすれば生涯有効ですが、引っ越しをした
ときには、住所変更届が、死亡したときには死亡届が必要です

　下記の犬の登録・狂犬病予防注射日程表の集合注射の場合は、接種料金が3,250円になります（おつりの無いように
準備してください）。
　集合注射の際に自宅に寄ってもらうなどの出張注射または市内の動物病院での個別注射、市内の動物病院や獣医師
による出張個別注射は別途料金が掛かりますので、直接病院や獣医師に問い合わせください。また、湯沢市以外で予
防接種をした場合の注射済票の交付は550円、注射済票の再交付は340円の手数料が掛かります。
　注射のハガキは、雄勝地域以外の人には4月上旬に、雄勝地域の人には4月下旬に発送予定です。
※ハート型の注射済票は希望する人のみに交付します。集合注射の際に申し出てください。

○問い合わせ
　くらしの相談課生活
環境班（☎55-8069）

犬の登録

狂犬病予防注射

犬の登録
狂犬病
予防注射

6:40～7:00
8:30～8:40
8:45～9:00
9:05～9:10
9:15～9:20
9:25～9:35
9:40～9:50
10:00～10:15
10:20～10:25
10:30～10:35
10:40～10:55
11:00～11:05
18:20～18:40
9:00～9:10
9:20～9:30
9:35～9:45
9:50～9:55
10:05～10:15
10:20～10:30
10:35～10:45
10:50～11:00
11:05～11:10
11:15～11:25
11:30～11:35
9:00～9:05
9:15～9:25
9:35～9:40
9:50～10:05
10:15～10:25
10:40～10:50
10:55～11:00
11:05～11:10
11:15～11:25
11:35～11:40
11:55～12:00
9:30～9:40
9:50～10:05
10:15～10:35
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30
13:15～13:30
13:35～13:45
13:50～14:00
14:05～14:15
14:20～14:30
14:35～14:40

時　　間月日(曜日) 場　　　　所
湯沢生涯学習センター前
倉内熊野神社前
幡野地区センター前
下八幡会館前
下二井田会館前
弁天地区センター前
ＪＡこまち湯沢北支店前
ふれあいセンター前
成沢会館前
光陽台ちびっこ広場
杉沢会館前
杉沢新所会館前
湯沢生涯学習センター前
深堀会館前
外堀会館前
切畑会館前
石塚バス停前
山田地区センター前
松ノ木会館前
六日町会館前
上ノ宿会館前
三関地区センター前
関口会館前
寺沢配水場前
下関会館前
上関会館前
酒蒔会館前
須川地区センター前
久根合 高橋ラジオ店付近
宇留院内会館前
旧高松地区センター前
坊ケ沢会館前
三途川会館前
上新田 高橋敏明さん宅前
泥湯奥山旅館前
吹張十王堂前
愛宕町五丁目会館前
湯沢保健所前
清水町旧よねや駐車場横
湯沢文化会館駐車場
大島丸八電装横
市役所本庁舎駐車場北側
旧酒造会館前
前森公園駐車場
湯ノ原温泉前
下山谷 大友純一さん宅前
岩ノ沢入口広場

4月13日㈬

4月14日㈭

4月15日㈮

4月16日㈯

9:30～9:35
9:45～9:50
9:55～10:00
10:15～10:20
10:35～10:40
10:45～10:50
11:00～11:05
11:10～11:15
11:25～11:35
13:15～13:20
13:25～13:30
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:10～14:15
14:25～14:30
14:35～14:40
14:45～14:50
10:30～10:35
10:40～10:45
10:55～11:00
11:05～11:10
11:15～11:20
11:25～11:30
11:35～11:40
13:15～13:30
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:05～14:10
14:20～14:25
14:30～14:35
6:40～7:00
8:30～8:35
8:40～8:45
8:50～9:00
9:05～9:15
9:20～9:30
9:35～9:40
9:45～9:50
9:55～10:05
10:10～10:15
10:20～10:25
18:20～18:40

4月19日㈫

4月20日㈬

4月21日㈭

5月11日㈬

5月12日㈭

5月15日㈰

早朝・夕方接種実施
　湯沢、稲川、雄勝地域で午前6時40
分から7時まで、午後6時20分から40
分まで早朝・夕方接種を実施します。

苦情が寄せられています

注射料金は
 1頭3,250円です

　犬を散歩させるときには、常にビニー
ル袋などを携行し、必ずふんを処理し
ましょう。
　放し飼いは禁止されています。リー
ドから放すことなく、周りの人に危害
や精神的恐怖を与えないようにしま
しょう。

○

湯沢市役所皆瀬庁舎前
落合公民館前
沖ノ沢 生木さん宅前
長石田ひまわり館前
上生内公民館前
上生内 高橋ナツエさん宅付近
下生内 高橋栄さん宅前
中ノ台公民館前
羽場公民館前
小安 阿部克則さん宅前
小安 育苗施設前
湯元新処ごみ集積所前
滝ノ原 高橋照義さん宅前
湯元公民館前
皿小屋神社入口Ｔ字路
貝沼公民館前
若畑バス停前
板戸公民館前
藤倉公民館前
仏師ケ沢掲示板前十字路
皆瀬中体育館横
小沢多目的集会施設前
早坂バス停前
稲川勤労青少年ホーム前
中新町公民館前
Yショップあべ裏
堀構造改善センター前
三梨老人憩いの家前
御嶽堂会館前
下宿かくえん前
稲川克雪センター前
上久保会館前
湯沢市役所稲川庁舎前
川連集会所前
川連児童館跡前
稲川健康管理センター前
大舘公会堂前
駒形老人憩いの家前
ＪＡ駒形支店前
三又ポンプ小屋前
東福寺多目的研修施設前
大倉集落センター前
高村多目的研修集会所前
湯沢市役所稲川庁舎前
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全国大会に出場の小・中学生

を紹介します

全国

を紹

○2016ＪＯＣジュニアオリンピックカップアルペン
　競技　（3月25日～29日、岐阜県高山市／ほお
　のき平スキー場）

○2016第14回ジュニア打楽器アンサンブルコン
　クールJPEC（3月26日、埼玉県和光市／和光
　市民文化センターサンアゼリア）

打楽器アンサンブル　マリンバ三重奏

湯沢北中学校

　2年　佐　藤　陽　菜 　さん　（写真左）

　2年　藤　田　　　舞 　さん　（写真中央）

　2年　上　田　　　彩 　さん　（写真右）

は る な

　　　　まい

　　　　あや

さ と う

ふ じ た

う え だ

Ｋ2（中学1～3年生・高
等学校1年生の早生まれ）
男子ジャイアントスラロー
ム、スラローム

湯沢南中学校

3年　山　内　大　空　さん

Ｋ1（小学5・6年生）女子
スーパージャイアントスラ
ローム、スラローム

皆瀬小学校

6年　佐　藤　かなで　さん

おおぞらやまうち

さとう

○第10回全国小学生アルペンスキー大会／ジャイアントスラローム（3月23日～25日、岩手県八幡平市／
　安比高原スキー場）

駒形小学校

6年　小　塚　崇　晴　さん
たかはるこ づ か

駒形小学校

5年　沓　澤　琉太朗　さん
りゅうたろうくつざわ

皆瀬小学校

6年　後　藤　瑞　貴　さん
み ず きご と う

湯沢西小学校

6年　篠　木　祥　英　さん
しょうえいし の き

□支給対象者
　　平成27年度臨時福祉給付金の対象者のうち、28年度中に65歳以上となる人（昭和27年4月1日以前
　に生まれた人）が対象になります。

※27年度臨時福祉給付金の対象者は、次の要件に全て該当する人になります。（臨時福祉給付金6千円
の受け付けは終了しました）
　①27年１月1日時点で湯沢市に在住の人
　②27年度市民税が非課税の人で、市民税課税者の人の扶養者となっていない人
　③27年１月2日から28年4月1日までの間、生活保護を受給していない人

□支給額
　対象者1人につき3万円　

□申請書の受け付け（申請書は対象者に郵送しています）
　6月30日（木）までに申請してください
※支給対象者であっても、申請書を提出しない人にはお支払いできません。

□添付書類
　本人確認資料（運転免許証・旅券・健康保険証などの写し）を添付してください

□受け取り方法
　新たに金融機関口座を指定する必要がある人については、預金通帳の写しを添付してください。ただ
　し、平成27年度臨時福祉給付金と同じ金融機関口座に振り込みを希望するときは、通帳の写しは不要
　です

□受付窓口
　市役所本庁舎1階福祉課窓口または各総合支所市民サービス班窓口で受け付けします
　受付期間　　6月30日（木）まで
　受付時間　　午前8時30分～午後5時15分まで（土・日曜日、祝日を除く）

□問い合わせ　
　高齢者向け給付金（専用電話）　☎79－5686
　福祉課地域福祉班　☎73－2122

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低所得の高
齢者を支援し、平成28年度前半の個人消費の下支えにも資するよう、低所得の高
齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金（以下「高齢者向け給付金」という。）
を支給します。

臨時福祉給付金を装った「詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

　病気や障がい等の理由により歩行が困難
など、一人では申請書の作成・提出が困難
な場合は、お近くの民生児童委員または福
祉課地域福祉班にご連絡ください。

注意！

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
の
お
知
ら
せ

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
の
お
知
ら
せ
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○助成対象者　次の⑴と⑵に該当する後期高齢者医療被保険者
　⑴市税および後期高齢者医療保険料、湯沢市国民健康保険税を滞納していない世帯の人
　⑵人間ドックなどを受けた、または受ける年度において特定健康診査、湯沢市後期高齢者健康診査、湯沢市国民
健康保険事業人間ドックなどを受けていない人

■雄勝中央病院で受診する場合（雄勝中央病院に予約をした上で）
　①後期高齢者医療被保険者証②印鑑を持参し、事前に下記または各総合支所窓口で申し込みください
■雄勝中央病院以外で受診した場合
　①後期高齢者医療被保険者証②印鑑③人間ドック・脳ドックを受診したことが分かる領収書④受診結果（写し）
⑤助成金を振込むための銀行などの口座番号が確認できるものを持参し、下記または各総合支所窓口で申し込み
ください
○申し込み・問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）へ

○申請方法　申請期限まで、持参または郵送により、くらしの相談
課市民協働班へ必要書類を提出してください

○選考方法　公開プレゼンテーションを行い、事業計画を評価市民
会議委員が評価し、結果を受けて市長が補助対象事業
を選考します

○申請期限　▶第1回4月25日㈪まで
　　　　　　　　　　公開プレゼンテーション5月29日㈰
　　　　　　▶第2回7月29日㈮まで
　　　　　　　　　　公開プレゼンテーション8月下旬（予定）
○問い合わせ
　くらしの相談課市民協働班
　☎55-8033、FAX72-9611､ kurashi@city.yuzawa.lg.jp

○補助対象　市内で活動し、規約または会則があり、適正に会計処理が行われている団体で、会員が5人以上で構成
される非営利の団体

※特定の宗教または政党のための活動を目的とする団体などは対象となりません。

　地域自治組織、ＮＰＯ、ボランティア団体、町内会な
どの市民活動団体が自ら企画・実施する公益性のある事
業を募集します。募集要項および申請用紙は、くらしの
相談課、各総合支所で配布します（市ホームページから
ダウンロードできます）。
　ご不明な点などについては、下記までご連絡ください。
　なお、予算の都合上、内容を変更することがあります。

後期高齢者医療の被保険者はこちらをご覧ください

◇手続きに必要なもの
　①被保険者証②印鑑③人間ドック、脳ドックを受診したことが分かる領収書④受診結果（写し）
⑤助成金を振込むための銀行などの口座番号が確認できるもの
◇受診日
　各医療機関にお問い合わせの上、受診日を決めてください
◇助成金額
　①領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えた場合は、区分ごとの助成金額
　②領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えない場合は、領収書の金額の2分の1の100
円未満を切捨てた額
○問い合わせ　市民課国保年金班（☎55-8164）

　 国民健康保険の加入者で、保険税を滞納していない40歳以上の人、かつ人間ドックなどを受
けた、または受ける年度において特定健康診査などを受けていない人を対象に、人間ドックと
脳ドックの受診料の一部を助成します。
 　雄勝中央病院（契約医療機関）で受診する場合は、市の窓口（市民課・各総合支所）に事前
に申し込みをすることにより、市の助成額を差し引いた額を負担することで受診できます。
　また、契約医療機関以外で受診した場合は、申請により助成します。

■雄勝中央病院　　　で受診する場合（受診した後で申し込みください）

◇手続きに必要なもの
　①被保険者証②印鑑
◇受診日
　市民課または各総合支所に申し込みの際、受診希望日または予約済みの受診日を記入してく
ださい
◇助成金額
　年度内に人間ドック・脳ドックを各一回、受診料の2分の1とし、100円未満を切り捨てた額
を助成します

■雄勝中央病院で受診する場合（事前に市の窓口に申し込みください）

以外

18,420円

20,060円

21,600円

33,560円

35,100円

21,600円

12,170円

自己負担額助成金額助成割合受 診 料

18,300円

19,900円

21,600円

33,400円

35,100円

21,600円

12,000円

詳　　　　　　　細種　　類

1／2

36,720円

39,960円

43,200円

66,960円

70,200円

43,200円

24,170円

基本型

基本型＋子宮がんまたはマンモグラフィ

基本型＋子宮がん＋マンモグラフィ

基本型

基本型＋子宮がん＋マンモグラフィ

脳ドックのみ

脳ドック（人間ドックと同時受診）

人間ドック
（日帰り）

脳ドック

人間ドック
（宿泊）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

○補助金の概要

次の全てに該当する事業
⑴当該年度内に市内で実施する事業
⑵実施計画と収支計画が明確である事業
⑶市の財源による他の補助金などを受けて
いない事業
⑷営利を目的とした事業でないこと
⑸政治的または宗教的な事業でないこと
⑹地域固有の祭りやイベントと認められる
事業でないこと
⑺事務および事業に係る業務の50％以上を
委託する事業でないこと
※委託経費を分割して補助対象経費の50％
未満を補助対象経費に算入し、残りを対象
外経費として自己負担する場合は対象とし
ます。
⑻施設の管理運営費用が主となる事業でな
いこと
⑼補助決定前に終了した事業でないこと

補助対象経費
の100％以内　1　　年　　目

補 助 の 区 分 補　助　率 補助限度額 補助対象となる事業の要件

50　万　円
（下限8万円）

2　　年　　目

3　　年　　目

補助対象経費
の90％以内　

補助対象経費
の80％以内　

ソフト事業に限り、
さらなる効果が期
待されると評価市
民会議が認めた場
合は最長2年の延
長を認める

提案型補助金事業の
　　提案団体を募集
提案型補助金事業の
　　提案団体を募集

▲平成27年度湯沢市参加・協働のまちづくり提案型補助金事
　業活動報告会

人間ドック・脳ドックを受けましょう！
参加・協働のまちづくり



TOPICSトピックス
　
三
月
三
日
、
市
と
湯
沢
警
察
署
は
、

「
湯
沢
市
学
校
警
察
連
絡
連
携
制
度
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
市
と
湯
沢
警
察
署
が
、

一
般
的
な
情
報
交
換
は
も
と
よ
り
、
児
童

▲協定書に調印していました

▲協定を結んだ和田教育長（写真左）と阿部湯沢警察署長
　（写真右）

非行防止および
犯罪被害防止の
ため連携を強化

「湯沢市学校警察連絡連携制度
　　　　に関する協定」 を締結

　
市
で
は
、
健
康
の
増
進
や
意
欲
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
入
浴
料
の
一
部

を
助
成
す
る「
ま
め
で
長
生
き
湯
っ
こ
券
」

と
「
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

券
」
を
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
（
平
成
29

　
年
3
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
到
達
す
る

　
人
も
含
む
）

○
助
成
金
額

　
1
回
に
つ
き
二
百
円
（
湯
っ
こ
券
12
枚

　
発
行
）

○
対
象
者

　
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
人
（
平
成
29

　
年
3
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
到
達
す
る

　
人
も
含
む
）

○
助
成
金
額

　
1
回
に
つ
き
千
円
（
施
術
券
6
枚
発
行
）

○
申
請
方
法

　
印
鑑
と
本
人
確
認
で
き
る
証
明
書
（
健

　
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

　
参
し
、
申
請
書
に
記
入
し
提
出

※

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
右
記

書
類
の
ほ
か
に
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
申
請
場
所

　
長
寿
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　
サ
ー
ビ
ス
班

○
問
い
合
わ
せ

▼
ま
め
で
長
生
き
湯
っ
こ
事
業
＝
地
域
包

　
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）

▼
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

　
助
成
事
業
＝
長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班

　（
☎
73
2
1
2
3
）

　
四
月
一
日
㈮
か
ら
八
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
除
く
）
ま
で
は
、
市
役
所
本
庁
舎

窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
同

2
階
会
議
室
21
を
特
別
受
付
会
場
と

し
て
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
し

ま
す
。

湯沢市まめで長生き湯っこ事業およびはり、きゅう、マッサージ施術費助成事業

申
請
方
法
お
よ
び

　
　
　
　
　
申
請
場
所

ま
め
で
長
生
き

　
　
　
　
湯
っ
こ
事
業

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
施
術
費
助
成
事
業

2016.04.01
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生
徒
の
非
行
防
止
お
よ
び
犯
罪
被
害
防
止

に
係
る
情
報
を
、
相
互
に
連
携
の
必
要
性

を
判
断
し
た
上
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
い
、
連
携
し
て

対
策
を
講
じ
る
も
の
で
、
児
童
生
徒
の
支

援
・
指
導
お
よ
び
健
全
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
協
定
書
に
調
印
後
、
和
田
隆
彦
教
育
長

は
「
最
近
は
犯
罪
が
低
年
齢
化
し
て
い
る
。

学
校
・
教
育
委
員
会
・
保
護
者
・
警
察
が
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
、
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
少
年
非
行
・
犯

罪
の
未
然
防
止
と
し
て
、
さ
ら
に
連
携
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
阿
部
清
喜
湯
沢
警
察
署
長
は
、

「
非
行
防
止
の
た
め
、
以
前
か
ら
学
校
・

教
育
委
員
会
・
警
察
は
お
互
い
に
連
携
し

て
い
ま
し
た
が
、
協
定
が
交
わ
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
体
制
が
強
化
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

わ
　
だ
た
か
ひ
こ

あ
　
べ
せ
い
き

▲平成27年度のはり、きゅう、
　マッサージ施術券

▲平成27年度のまめで長生き湯っ
　こ券
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【
対
象
住
宅
】　

　

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
住

宅
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
70
平
方

　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅

　

②
構
造
材
な
ど
に
70
パ
ー
セ
ン
ト
以

　
　

上
地
域
産
材
を
使
用
す
る
住
宅
ま

　
　

た
は
内
装
材
な
ど
に
地
域
産
材
を

　
　

3
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
す
る

　
　

住
宅

　

③
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
大
工
、
工

　
　

務
店
な
ど
が
施
工
す
る
住
宅

　

④
28
年
度
内
に
工
事
が
完
了
す
る
住

　
　

宅

※

構
造
材
に
地
域
産
材
を
使
用
せ
ず
に

内
装
材
お
よ
び
外
壁
材
に
地
域
産
材
を

三
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
す
る
住
宅

に
つ
い
て
も
二
十
万
円
の
補
助
金
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

次
の
①
〜
②
の
全
て
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

①
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住

　
　

宅
を
新
築
（
ま
た
は
増
築
）
す
る

　
　

人

　

②
市
税
お
よ
び
市
諸
収
入
金
の
未
納

　
　

が
な
い
人

【
地
域
産
材
の
定
義
】

　

▼
市
内
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
、
市

　
　

内
で
製
材
し
た
部
材

【
補
助
金
額
】

　

▼
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
70
平
方

　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
120
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

未
満
の
住
宅
＝
二
十
万
円

　

▼
居
住
用
の
延
べ
床
面
積
が
120
平
方

　
　

メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
＝
三
十
万

　
　

円

※

構
造
材
お
よ
び
内
装
材
な
ど
に
地
域

産
材
を
使
用
す
る
場
合
は
二
十
万
円
を

加
算
。

【
提
出
書
類
】

　

▼
申
請
時
＝
申
請
書
、
工
事
契
約
書

　
　

ま
た
は
工
事
見
積
書
の
写
し
、
地

　
　

域
産
材
使
用
率
計
算
書
、
市
税
完

　
　

納
証
明
書
（
共
有
名
義
の
場
合
は

　
　

共
有
者
全
員
分
）

※

申
請
は
、
必
ず
住
宅
建
築
工
事
の
着

手
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
完
了
時
＝
工
事
完
了
届
、
建
築
工

　
　

事
代
金
の
領
収
書
ま
た
は
請
求
書

　
　

の
写
し
、
地
域
産
材
使
用
証
明
書
、

　
　

完
成
写
真

【
受
付
期
限
】

　

▼
11
月
30
日
㈬

※

予
算
の
状
況
に
よ
り
、
申
請
受
け
付

け
を
途
中
で
打
ち
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

▼
農
林
課
農
地
森
林
整
備
班

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
78
1
1
7
2
）

資
源
ご
み
団
体
回
収
促
進
奨
励
金
お
よ
び

　
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

【
資
源
ご
み
団
体
回
収

　
　
　
　
　
　
　
促
進
奨
励
金
】

　

資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
る
町
内
会
な
ど

の
団
体
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　

所
定
の
申
請
書
と
請
求
書
に
、
回
収
業
者

か
ら
の
買
取
証
明
書
を
添
え
て
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
年
度
、
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
で
、一
団
体
年
三
回
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
奨
励
金
額 

　

一
回
の
回
収
に
つ
き
二
千
五
百
円

■
最
低
回
収
量

　

一
回
の
回
収
に
つ
き
ビ
ン
類
＝
100
本
以
上
、

　

紙
類
・
金
属
類
＝
100
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

団
体
回
収
を
行
っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内

【
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
設
置
整
備

　
　
　
　
　
　
　
事
業
補
助
金
】

　

ご
み
集
積
所
周
辺
の
景
観
お
よ
び
散
乱
防

止
を
目
的
に
、
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
町
内
会
に
対
し
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
を
修

理
す
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

す
る
た
め
、
予
算
の
状
況
に
よ
り
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

集
積
ボ
ッ
ク
ス
一
基
に
つ
き
購
入
金
額
の

　

2
分
の
1
（
上
限
六
万
円
）

■
申
し
込
み
方
法

　

町
内
会
単
位
で
設
置
前
に
左
記
へ
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い

※

申
請
書
な
ど
の
各
種
用
紙
は
、
左
記
ま
た

は
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
55
8
0
6
9
）

湯
沢
市
地
域
産
材
活
用
木
造
住
宅
建
築
促
進
事
業

　

市
で
は
、
木
材
産
業
お
よ
び
建
築
産
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
振
興
な
ど
の
た
め
、

地
域
産
材
を
利
用
し
て
住
宅
を
新
築（
ま
た
は
増
築
）す
る
場
合
に
経
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
対
象
住
宅
の
面
積
要
件
を
緩
和
し
、
一
定

の
対
象
面
積
以
上
の
場
合
は
補
助
額
を
増
額
し
ま
す
。

資
源
ご
み
団
体
回
収
促
進
奨
励
金
お
よ
び

　
ご
み
集
積
ボ
ッ
ク
ス
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て



　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
け
付
け
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
近
所
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
の
サ
イ
レ

ン
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◯
実
施
場
所
と
日
時　

▼
湯
沢
地
域
（
佐

竹
町
・
湯
ノ
原
周
辺
）
＝
4
月
8
日
㈮

午
後
6
時
30
分
〜
7
時

◯
防
災
パ
レ
ー
ド
日
程　

4
月
6
日
㈬
午

前
9
時
30
分
〜
正
午
（
皆
瀬
地
域
）

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

湯
沢
市
情
報
公
開
条
例
は
、
制
定
か
ら

十
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
国
の
情
報

公
開
法
に
沿
っ
た
内
容
に
す
る
た
め
、
改

正
案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実

施
し
ま
す
。

◯
募
集
期
間　

4
月
1
日
㈮
〜
22
日
㈮

◯
公
表
方
法　

▼
掲
載
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
閲
覧
＝
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民

ロ
ビ
ー
お
よ
び
総
務
課
総
務
法
制
班

（
本
庁
舎
3
階
）、
各
総
合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
法
制
班

（
☎
73
2
1
1
2
）
へ

　

厚
生
労
働
行
政
の
企
画
お
よ
び
立
案
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
市
内
の

五
地
区
を
対
象
区
域
に
、
国
民
生
活
基
礎

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
主
な
項
目
は
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
、
所
得
な
ど
国
民
生
活
の
基

礎
的
な
内
容
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
人
に
は
、
四
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
調
査
の
説
明
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
調
査
対
象
区
域　

①
愛
宕
町
五
丁
目
②

高
松
字
中
屋
敷
・
明
戸
③
川
連
町
字
掵

下
・
大
掵
下
・
大
田
面
④
川
連
町
字
大

舘
上
山
王
・
下
平
城
⑤
横
堀
字
白
銀
町

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

　

四
月
一
日
㈮
か
ら
、
湯
沢
保
健
所
で
受

け
付
け
し
て
い
た
興
行
場
・
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
業
・
理
容
業
・
美
容
業
の
営
業
に
関
す

る
届
け
出
の
受
付
窓
口
が
、
く
ら
し
の
相

談
課
に
変
わ
り
ま
す
。

　

店
舗
の
増
改
築
や
経
営
者
が
変
わ
っ
た

場
合
、
廃
業
す
る
場
合
な
ど
も
届
け
出
が

必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
届
け
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
生
活

環
境
班
（
☎
55
8
0
6
9
）
へ

　

昭
和
四
十
年
代
と
現
在
の
市
街
地
の
写

真
や
湯
沢
城
址
の
ジ
オ
ラ
マ
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

昔
の
湯
沢
を
知
る
歴
史
学
習
や
懐
か
し

い
あ
の
頃
の
風
景
に
出
会
え
る
機
会
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

4
月
25
日
㈪
ま
で

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

市
で
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
融
和
や
連
携

を
図
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
な
る
公
共
的

な
自
治
会
館
の
建
築
事
業
（
新
築
、
増
改

築
、
補
修
、
土
地
の
購
入
）
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
、

県
な
ど
の
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
除
き

ま
す
。

　

自
治
会
館
の
建
築
計
画
が
あ
る
団
体
は
、

補
助
内
容
・
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）へ

火
の
用
心

春
の
火
災
予
防
運
動

（
4
月
3
日
〜
9
日
）

湯
沢
市
情
報
公
開
条
例

（
改
正
案
）に
関
す
る

意
見
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.04.01
23

2016.04.01
22

国
民
生
活
基
礎
調
査

実
施
の
お
知
ら
せ

な
つ
か
し
の
今
昔
写
真
展

興
業
場・ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業・理
容
業・

美
容
業
の
営
業
に
関
す
る
届
け
出
の

受
付
窓
口
が
市
役
所
に
な
り
ま
す

自
治
会
館
建
築
事
業
に

補
助
金
交
付

※解体工事費、備品購入費などは対象経費に含まれま
せん。

補助限度額補助率
■対象と補助限度額など

対象経費対象事業

300万円

100万円

100万円

新　　築

土地購入

増 改 築
（補修）

50万円
以上

50万円
以上

100万円
以上

1／3

　

こ
れ
ま
で
夜
間
区
分
（
午
後
六
時
か
ら

十
時
ま
で
）
の
利
用
は
、
水
・
金
・
日
曜

日
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一

日
㈮
か
ら
は
、
曜
日
に
関
係
な
く
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
文
化
会
館
（
☎
72

2
1
2
1
）
へ

【
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
補
助
金
】

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
活
動
を
行
う
市
内
の

障
が
い
者
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
、

活
動
に
要
す
る
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
限
度
額　

一
団
体
に
つ
き
五
万
円

【
障
害
者
等
自
発
的
活
動
支
援
事
業
補
助
金
】

　

市
内
の
障
が
い
者
お
よ
び
そ
の
家
族
で
、

情
報
交
換
の
た
め
の
交
流
会
な
ど
自
発
的

な
活
動
を
行
う
十
人
以
上
の
団
体
に
、
活

動
に
要
す
る
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

・
補
助
限
度
額　

一
団
体
に
つ
き
三
万
円

◯
申
し
込
み
方
法　

事
業
を
実
施
す
る
前

に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
事
業
計
画
書
と
収
支
予
算
書
を

添
え
て
、
左
記
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障

が
い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
事
業
概
要　

広
島
市
立
大
学
が
実
施
す

る
講
座
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ　
ａ

ｎ
ｄ　

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
に
参
加
す
る
平

和
首
長
会
議
加
盟
都
市
の
青
少
年
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
参
加
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す

◯
実
施
期
間　

8
月
1
日
㈪
〜
10
日
㈬

◯
実
施
場
所　

広
島
市
内
（
広
島
市
立
大

学
、
平
和
記
念
公
園
な
ど
）

◯
支
援
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
40
歳
未
満
（
8
月
1
日

時
点
）
の
大
学
1
年
次
を
修
了
し
た
人

で
、
英
語
で
の
講
座
受
講
・
討
論
が
で

き
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
、
広
島
市

立
大
学
が
実
施
す
る
選
考
試
験
に
合
格

し
た
人

◯
申
し
込
み
方
法　

参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
4
月
7
日
㈭
ま
で
、
左
記
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総

務
法
制
班
（
☎
73
2
1
1
2
）
へ

　

四
月
一
日
㈮
か
ら
、
県
指
定
有
形
文
化

財
旧
雄
勝
郡
会
議
事
堂
を
開
館
し
、
公
開

し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
階
展
示
室
お
よ
び
二
階
展
示

場
は
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
手
続
き
や
使

用
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
開
館
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

北
荒
町
2
―
20

◯
入
館
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
各
警
察
署
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
や
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

か
ら
電
子
申
請
に
よ
り
登
山
計
画
書
が
提

出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取

り
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

　

登
山
の
第
一
歩
は
、
山
の
関
連
情
報
を

入
手
し
、
食
料
や
装
備
、
行
動
日
程
の
事

前
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
す
。万
が
一
、山

で
遭
難
し
た
場
合
や
体
調
不
良
で
身
動
き

が
と
れ
な
く
な
っ
た
場
合
の
た
め
に
、
登

山
計
画
書（
登
山
届
）を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
地
域
課

（
☎
73
2
1
2
7
）
へ

　

中
野
々
目
交
差
点
の
信
号
機
が
、「
押

し
ボ
タ
ン
式
歩
車
分
離
信
号
」
に
改
良
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
良
さ
れ
た
信
号
機
は
、
押
し
ボ
タ
ン

を
押
し
た
と
き
の
み
歩
車
分
離
（
全
て
の

車
道
が
赤
、全
て
の
歩
行
者
用
信
号
が
青
）

に
な
り
、
押
し
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
な
い
と

歩
行
者
用
信
号
は
赤
の
ま
ま
で
、
車
道
の

信
号
の
み
自
動
で
変
わ
り
ま
す
。
新
し
く

改
良
さ
れ
た
信
号
機
に
従
っ
て
安
全
に
道

路
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
交
通
課

（
☎
73
2
1
2
7
）
へ

湯
沢
文
化
会
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

旧
雄
勝
郡
会
議
事
堂
公
開

障
が
い
者
の
社
会
参
加

促
進
活
動
お
よ
び
自
発
的

活
動
へ
の
補
助
に
つ
い
て

中
野
々
目
交
差
点
の

信
号
機
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
28
年
度
青
少
年

「
平
和
と
交
流
」支
援
事
業

（
平
和
首
長
会
議
）に
つ
い
て

登
山
計
画
書（
登
山
届
）の

電
子
申
請
に
つ
い
て

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

羽
後
交
通
●

湯
沢
変
電
所
●

●
よ
ね
や

　

千
石
大
橋
店

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
●

至雄勝

湯
沢
駅

湯
沢
横
手
道
路

雄
　
　
物
　
　
川

至横手至湯沢 IC至湯沢 IC

13中
野
々
目
交
差
点

中
野
々
目
交
差
点



◯
と　

き　

4
月
23
日
㈯
、
5
月
14
日
㈯
、

6
月
11
日
㈯
、
7
月
2
日
㈯
、
23
日
㈯
、

8
月
27
日
㈯
、
9
月
17
日
㈯
、
10
月
8

日
㈯
、
11
月
5
日
㈯
／
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
9
回
）

◯
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

◯
種　

目　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

◯
参
加
料　

二
千
円
（
傷
害
保
険
料
な
ど

を
含
む
）

◯
対　

象　

8
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
が

あ
る
人
で
、
右
記
日
程
で
参
加
で
き
る

人
（
原
則
と
し
て
、
自
立
就
労
し
て
い

る
人
以
外
は
保
護
者
の
付
き
添
い
を
お

願
い
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
15
日

㈮
ま
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
秋
田
湯
沢
支
部
小
原
（
☎

0
9
0
―
3
7
5
9
―
5
3
2
9
） 

へ

◯
と　

き　

5
月
2
日
㈪
午
前
9
時

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
対　

象　

県
南
四
市
招
待
チ
ー
ム
、
市

内
で
活
動
す
る
一
般
チ
ー
ム

◯
参
加
料　

一
チ
ー
ム
四
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
20
日

㈬
ま
で
、
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、

湯
沢
市
8
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
好
会

事
務
局
柴
田
（
☎
0
9
0
―
4
0
4
4

―
0
0
2
5
）
へ

　

世
界
で
一
つ
だ
け
の
作
品
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。
陶
芸
の
初
心
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
日
中
の
部
】

・
と　

き　

4
月
13
日
か
ら
11
月
末
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
3

時
・
定　

員　

3
人

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
部
】

・
と　

き　

4
月
12
日
か
ら
11
月
末
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
／
午
後
6
時
〜
9
時

・
定　

員　

5
人

◯
と
こ
ろ　

農
家
高
齢
者
創
作
館
（
弁
天

地
区
セ
ン
タ
ー
隣
り
）

◯
受
講
料　

月
額
千
円
（
材
料
代
は
実
費

を
自
己
負
担
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
7
日

㈭
ま
で
、
弁
天
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
弁
天
地

区
セ
ン
タ
ー
内
☎
73
2
7
1
7
）
へ

弁
天
陶
芸
ク
ラ
ブ
主
催

陶
芸
教
室
初
心
者
募
集

第
４
回
湯
沢
市
長
杯
争
奪

８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

県
南
四
市
交
流
大
会

2016.04.01
24

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

 
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

川　原　ヒ　デ　
かわ はら

さん （平清水）

おめでとうございます　100歳長寿

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける川原さん

　3月7日、100歳の誕生日を迎えた川原さんが
入所している医療法人小野崎医院（介護療養型医
療施設）を福祉保健部長が訪問し、祝い状とお祝
い金を手渡しました。
　当日は、家族のかたや入所者、職員の皆さんが
集まり100歳をお祝いする会が行われ、川原さん
が 「100歳まで面倒みてもらってありがとう」 と
書かれた表彰状を笑顔で家族のかたに手渡すと、
家族のかたは涙を浮かべうれしそうにしていまし
た。

運動の基本は、「子供と高齢者の交通事故防止」です。
•子どもや高齢者、障がい者に対する思いやりの
ある運転を心掛けましょう

•自転車に乗る人は、二人乗り、傘差し、スマー
トフォンなどを利用しながらの運転は禁止です

•普通車、バスなどに関わらず、全ての座席でシー
トベルトを着用しましょう

•夕暮れ時、夜間の外出は、歩行中・自転車乗車
中とも反射材をつけて出掛けましょう

○問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55-8069）へ

【運動の重点】
◇自転車の安全利用の推進
◇後部座席を含めた全ての座席のシートベル
トとチャイルドシートの正しい着用の徹底

◇飲酒運転の根絶
◇横断歩行者の交通事故防止

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
＜期間  4月6日㈬～15日㈮＞

4月10日㈰は
「交通死亡事故死ゼロを目指す日」です

4月10日㈰は
「交通死亡事故死ゼロを目指す日」です

　待ち望んだ春が来ました。1年の中にはさまざまな 「節目」 がありますが、気候
と相まって、4月は胸が高鳴りますね。新しくいらっしゃった皆さん、久しぶりに
帰ってきた皆さん、湯沢市にようこそ＆お帰りなさい!
　さて、総務省から湯沢市に来て1年が経過し、私にとっては社会人生活13年目を
迎えます。これまで数々の環境変化を経過する中で、私はものごとの始まりにあたって 「投射角」 を大事にして
きました。例えば、皆さんがボールを投げることを考えてみてください。ボールを遠くまで到達させるポイント
として、適切な「投射角」を設定する、すなわち前方向・上方向にバランスよい角度でボールを投げる必要があります。
ボールの軌道は投げ出す時点で決まり、途中で変えることはできません。これと同様に、仕事や勉学など、何事
もスタート時に見据える方向で、その到達点が決まってくる気がします。物事の始まりが重要なゆえんです。
　一方で、日々の積み重ねも大きな力を持つものです。例えば今日より明日、明日より明後日と、毎日1％ずつ
頑張ったとします。そうすると1年後にはおよそ「38倍」に膨れ上がります。逆に、もし毎日1％ずつ怠けたとすると、
1 年後には、なんと 「0.03倍」 まで縮小してしまいます。明日は今日の数十倍頑張れ、というのは大変しんどい
ことですが、毎日ちょっとずつ坂を上ることならできそうな気がします。その結果、1年後に見える景色はまるで
違ってきます。
　さて、湯沢には、首都圏からタイミングをずらしてお花見のシーズンが巡ってきます。近年大勢の観光客を集め、
名声を高めている 「おしら様の枝垂れ桜」 ですが、今から10年ほど前はまだ名もなき桜でした。これを多くの人
が集まる名所にしようと夢見て、地域のかたがたが地道に保護活動などに取り組む中で、「全国名桜10本」 「東北・
夢の桜街道88カ所」 「全国桜名所80カ所」 など、今日ではさまざま形で選定・注目されるに至っています。スター
ト時に抱いた目標と日々の努力が掛け合わさり、地域の宝は生まれます。満開のおしら様の枝垂れ桜のように、
この地域にたくさんの宝を生み出していきたいものですね!

湯沢市副市長　藤井 延之

162,412

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

2月分

合　　　計 21

3 35,000弔 慰 金 等

2 25,786協　賛　金

20,0001祝金及び寸志

0 0見　舞　金

香典、生花代

3 12,626接　　　遇

12 69,000会　　　費

市長日誌（2月）

交際費報告

3日（水）

第11回首都圏ふるさと湯沢会総会御祝
金

院内地区交通安全祈願祭への献酒代、
企業訪問時手土産代

第37回湯沢雄勝北都会総会懇親会ほか

奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪
第37回3時間立切試合並びに第17回女
子の部2時間立切試合、第40回秋田県
こけしコンクール

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

第3回男女共同参画推進協議会

5日（金） チャレンジデー実行委員会

8日（月） 姉妹都市交流事業 「姉妹都市の地酒を飲む会」（北海道
釧路市）、同訪問団 「歓迎懇談会」（同）

12日（金） 第3回ゆざわジオパーク学習発表交流会、雪国ジオパー
クフォーラム

13日（土） 第40回秋田県こけしコンクール表彰式、犬っこまつり開
会式、第34回雄勝の雪まつり

14日（日） 第46回川連漆器総合展示会表彰式

15日（月） 市議会全員協議会

17日（水） 国道13号院内道路橋梁・トンネル名称選定感謝状贈呈式

18日（木） 市長との対話集会（雄勝野づくり連絡協議会）

19日（金） 秋田県市町村職員共済組合　短期給付事業部会、（秋田
市）、同短期給付事業財政安定化対策委員会（同）

20日（土） しがっこまつり

21日（日） 第11回首都圏ふるさと湯沢会総会・懇親会（東京都）

22日（月） 横手・湯沢地区自衛隊入隊・入校予定者激励会、定例記
者会見、第37回湯沢雄勝北都会講演会・懇親会

23日（火） 市長との対話集会（横堀地域づくり協議会）

24日（水） 市議会3月定例会本会議

25日（木） 雄勝北都会新年会・講演会

26日（金） 市議会3月定例会本会議

29日（月） 市議会3月定例会本会議

副市長の「びゃっこ聞いでけれ」市長の「びゃっこ聞いでけれ」

▲第11回首都圏ふるさと湯沢会総会であいさつする齊藤市長

　　　　　　　　　　

2016.02.01
25



10月2日㈰大館市で開催予定!
　ふるさとあきたラン!は市町村を代表
する選手が全9区間タスキをつなぐ秋田県
の一大イベントです。
　市では、今後行われる郡市および全県
規模以上の各種陸上競技大会などの成績
を参考に、代表選手を選考する予定です。

○と　　き　4月10日㈰午前9時開会式
○と こ ろ　総合体育館
○参加資格　市内在住の女性チーム
○参 加 費　1チーム　2,000円
○申し込み・問い合わせ　4月6日㈬まで
湯沢市バレーボール協会石成（☎
090-7339-1901）へ

今年、湯沢市が対戦する相手は

　5月25日㈬は年齢を問わず誰もが参加できる住民参加型のスポー
ツイベント 「チャレンジデー」 が開催されます。
　一人一人の参加が勝負を大きく左右しますので、当日は、湯沢市
内でチャレンジデーに参加して元気に体
を動かしましょう!
　5月1日号のユースポや、広報折り込み
チラシなどで、随時当日のイベントや参
加報告の方法についてお知らせします。 
○問い合わせ　チャレンジデー実行委員会
事務局（生涯学習課スポーツ振興班内）

湯沢市チャレンジデー201６

みんなで目指せ金メダルみんなで目指せ金メダル

佐賀県神埼市（実施回数７回目：人口３２，２４０人）

スポー
ツの力

で

日本を
元気に

！スポー
ツの力

で

日本を
元気に

！スポー
ツの力

で

日本を
元気に

！ 対戦相手
決定‼

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.04.01
26

　市ではスポーツ振興に関するさまざまな施策を実践してきましたが、社会
情勢の変化に対応するとともに、国および県の計画を指針として、市の実情
に即した計画の見直しを行い、「第3次湯沢市スポーツ推進計画（平成28年
度～32年度）」 を策定しました。詳細は、市ホームページをご覧ください。

　現在、市には40のスポーツ少年団があり、地域の皆さんの協力を得な
がら、学校、保護者、指導者との連携により、充実したスポ少活動を展
開しています。また、それぞれの団では資格を持った指導者の下で、多
様な年齢間での交流を図りながら、楽しいスポーツ活動を行っています。
○申込方法　団員募集チラシを4月上旬に学校を通じて配布しますので

各団の問い合わせ先へ申し込んでください
○申込締切　団によって異なりますので、事前に確認してください
○問い合わせ　湯沢市スポーツ少年団本部事務局（総合体育館内☎72-
　　　　　　　6500）へ

集まれ!未来のアスリートたち集まれ!未来のアスリートたち
平成28年度湯沢市スポーツ少年団団員募集開始

体育施設一般開放！ どなたでも自由に活動できます!
◆総合体育館
○開放日時　毎月第2・4水曜日／午前9時～正午（祝日の場合は次の日）
○活動種目　卓球、バドミントン、バスケットボール、バレーボール、

ニュースポーツ、ジョギング、ウェイトトレーニング、グ
ラウンドゴルフ（多目的広場）

○使 用 料　無料
○問い合わせ　総合体育館（☎72-6500）
◆体育センター
○開放日時　
•毎週水曜日／午前9時～正午（高校生を除く一般）
•毎週金曜日／午後6時～10時（高校生を除く一般）
　　　　　　　※11月～翌年3月は午後6時～9時
•毎週第2・4土曜日／午前9時～午後6時（小・中学生、高校生）
○使 用 料　1人1回につき100円（中学生以下は無料）　
○問い合わせ　体育センター（☎72-3979）

体育施設一般開放！ どなたでも自由に活動できます!
◆総合体育館
○開放日時　毎月第2・4水曜日／午前9時～正午（祝日の場合は次の日）
○活動種目　卓球、バドミントン、バスケットボール、バレーボール、

ニュースポーツ、ジョギング、ウェイトトレーニング、グ
ラウンドゴルフ（多目的広場）

○使 用 料　無料
○問い合わせ　総合体育館（☎72-6500）
◆体育センター
○開放日時　
•毎週水曜日／午前9時～正午（高校生を除く一般）
•毎週金曜日／午後6時～10時（高校生を除く一般）
　　　　　　　※11月～翌年3月は午後6時～9時
•毎週第2・4土曜日／午前9時～午後6時（小・中学生、高校生）
○使 用 料　1人1回につき100円（中学生以下は無料）　
○問い合わせ　体育センター（☎72-3979）

第3回秋田25市町村対抗駅伝
                ふるさとあきたラン!

カンガルースクール
　    （親子体操教室）参加募集
　親子体操や、リトミックを取り入れた
リズム運動で子どもの運動能力と心の
発達を促すことを目的としています。
○と　き　5月19日～平成29年2月

16日の木曜日（全18回）
○ところ　総合体育館、広域交流セン

ターほか
○内　容　親子体操、リトミック運動、

器具運動など
○対　象　4月1日現在で満2・3歳
○申し込み　参加料5,000円を添えて

総合体育館（☎72-650
　　　　　　0）へ

市民総体
8人制家庭婦人バレーボール大会

「第3次
  湯沢市スポーツ推進計画」
「第3次
  湯沢市スポーツ推進計画」

▲各施設で発行している「貸出券」

天童　荒太／著

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

えほんからとびだしたオオカミ

モンキードッグの挑戦

交番のヒーロー   おしごとのおはなし

幼い子は微笑む

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

10000円のカレーライス

野坂　昭如

筧　菜奈子

弓岡　勝美

新津　春子

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

４月の特集・イベント４月の特集・イベント４月の特集・イベント

月4
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日本財団CANPANプロジェクト／編

絶筆

めくるめく現代アート

日本の心の色100 ちりめんのお細工物やつり飾りを楽しむ

世界一清潔な空港の清掃人

湯 雄

稲
と　き：4月16日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

と　き：4月2日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー

　3.11から5年となったフクシマ
で、非合法のダイバーが人と町を
さらった立ち入り禁止の海に潜航
します。なぜ潜る？聖域かもしれ
ないのに、禁を侵せば罰せられる
かもしれないのに…。鎮魂と生き
ることへの祈りを込めた著者の新
たな代表作です。

★おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を募
　集しています。おはなし会の見学も可能です。

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

と　き：4月23日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

ムーンナイト・ダイバー

ティエリー・ロブレヒト

あんず　ゆき

如月　かずさ

長田　弘(詩)

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

【初めて利用されるかたへのご案内】
　初めて本や資料を借りる時は、『貸出券』が必要です。
　赤ちゃんから貸出券を作ることができますので、図書館の本をぜ
ひご利用ください。
《利用者登録に必要な物》
•貸出券申込書（図書館に備え付けてあります。小学生以下は、保
　護者に記入してもらいます）
•本人確認できるもの（運転免許証や健康保険証など）
※市内図書館施設4館で作った貸出券は、各施設共通に使えます。

　ＮＰＯを始めとするたくさんの支
援の下、地元高校生が運営する石巻
のカフェ。ここには「石巻を元気に!」
をコンセプトに作られたカレーがあ
る。注文したお客さんが自由に値段
を決める形式で、ほとんどの人が
1000円以下の値段を付ける中、ある
日 “10000円”の値を付けるお客さん
が現れた。その理由とは…。

一　般　「春のおでかけ、応援します!」
児　童　「かわいい動物たちの本」

一　般：「たがやす・つくる・そだてる」
野菜づくりやガーデニングの特集です。
今年はいつもと違う作物に挑戦してみませんか？

児　童：「たのしい⁉絵本特集」
意外な結末にびっくり!あなたが思う
「絵本」ではないかもしれない特集です。

一　般　「春のおでかけ、応援します!」
児　童　「かわいい動物たちの本」

一　般：「たがやす・つくる・そだてる」
野菜づくりやガーデニングの特集です。
今年はいつもと違う作物に挑戦してみませんか？

児　童：「たのしい⁉絵本特集」
意外な結末にびっくり!あなたが思う
「絵本」ではないかもしれない特集です。



　3月20日、湯沢凧のＰＲと伝統文化の継承を目的とし
た湯沢市凧あげ大会がＢ＆Ｇ海洋センター前広場で開催
され、市内の小学生や県内外から訪れた多くの凧愛好者
がその技術を競い合いました。　
　この日は曇りで肌寒い気温でしたが、風に恵まれ、凧
揚げには絶好のコンディション。子どもたちは、保護者
や凧の会会員などの手を借りながら凧揚げに挑戦し、元
気いっぱい走り回っていました。また、色とりどりの自
慢の凧が大空を彩ると、会場内からは「やった」「もっ
と揚がれ」などと歓声が上がっていました。 ▲風を受けて舞い上がった凧の競演が繰り広げられました

大空を彩る凧に歓声
第59回湯沢市凧あげ大会

大会での活躍に期待!

　2月22日、秋田ノーザンハピネッツの長谷川誠ヘッド
コーチが、全国大会での活躍を祈念し、湯沢西バスケッ
トボールスポーツ少年団にバスケットシューズを寄贈し
ました。
　長谷川さんは「大会では一生懸命頑張って夢に一歩で
も近づいてほしい。そして将来ハピネッツの選手になっ
てくれたらうれしいです」と笑顔で話し、選手たちを激
励。また、主将の高橋那瑠さんは「全国大会で頑張ろう
という気持ちがより強くなりました」と闘志を燃やして
いました。

秋田ノーザンハピネッツがシューズを寄贈

▲石川会長から辞書を受け取る児童

受け継がれる意志
水野錬太郎顕彰会記念品贈呈

　3月6日、岩崎で幼少期を過ごし、大正から昭和初
期にかけて内務大臣などを務めた水野錬太郎さんの功
績を語り継ぐ水野顕彰会が、岩崎地区出身の6年生12
人に英和辞典を贈呈しました。これは、水野さんが、
学生時代に図書館から英和辞典を借りて猛勉強したと
いう話に基づき、同会が毎年行っているものです。
　式では、顕彰会の石川恭助会長が水野さんの功績や
岩崎地区とのつながりを説明。児童を代表して菅小雪
さんが「中学校では、この辞書を活用して頑張ります」
と感謝の言葉を述べました。　　　

▲三関せりの料理を堪能しようと大勢の人が参加しました

創作料理がズラリ

　3月1日、三関せり出荷組合主催（石成為治組合長）に
よる三関せり料理研究発表会が湯沢グランドホテルを会場
に行われました。これは、地域団体商標登録され、本市を
代表するブランド野菜「三関せり」の料理を持ち寄って試
食することにより、消費喚起を促すために行われているも
ので、今回で2回目になります。
　参加者は「2、3年前に三関せりのことを知り、根っこ
まで食べれることに感動しました。発表会があることを聞
き、初めて参加しました。いろいろな料理がそろっていて
勉強になりました」と満足していました。

野菜で元気に!「ヤサイづくりのススメ」

▲野菜作りの楽しさを語る藤田智さん

野菜作りで街を元気に!

三関せり料理研究発表会

個性豊かな独自のまちづくり
参加・協働のまちづくり提案型補助金事業活動報告会

2016.04.01
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28

　3月4日、「野菜で元気に!ヤサイづくりのススメ」講
座が湯沢グランドホテルで開催されました。湯沢市出身で
恵泉女学園大学教授でＮＨＫ趣味の園芸「やさいの時間」
講師でもある湯沢市ふるさと応援大使の藤田智さんと、横
手市出身でフードコーディネイターのたなかのりこさんを
講師に迎えました。
　藤田さんからは野菜作りの楽しさや生産者と消費者のつ
ながりの大切さ、たなかさんからは農産物の商品開発・販
売促進や野菜のおいしい食べ方など実例を交えながらの講
話に参加者は熱心に聞き入っていました。

▲多くの地域を支援する斉藤さんの話に、参加者は真剣に耳を傾けていました

　2月28日、参加・協働のまちづくり提案型補助金事業活
動報告会が湯沢グランドホテルで開催され、約150人が参
加しました。
　活動報告会では、地域自治組織などが自ら企画し実施し
た9件の事業ごとに、評価市民会議委員から評価や意見が
述べられたほか、3件の事例発表がありました。その後、
地域再生マネージャー（総務省・ふるさと財団）を務めて
いるイング総合計画株式会社代表取締役の斉藤俊幸さんに
よる「地域における産業創造と地方創生戦略」と題した講
演会が行われました。

さいとうとしゆき

ふじ たさとし

たかはし な　る

いしかわ　　すけ

すが こ ゆき

みず の れん た ろう

きょう

▲選手一人一人にバスケットシューズが手渡されました

いしなりため じは せ がわまこと



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

2.16
2.29
3. 2
3. 4
3. 4
3. 5
3. 5
3. 5
3. 5
3. 7
3. 7
3. 8
3. 9
3. 9
3. 9
3.10
3.11
3.11
3.12
3.12
3.13

68
92
65
101
91
74
86
96
51
102
83
85
78
86
97
82
95
85
78
41
79

麓
内前森第１
切　畑　下
吹張町第２
切　畑　下
西新町第１の２
杉沢裏第１
御囲地町第1
土　　　沢
いさみが岡
金　　　谷
下　角　間
深 堀 １ 区
平清水新町第1
酒　　　蒔
戸石崎ニュータウン
桜　通　り
愛宕町第６
さつき町第３
川　　　原
大工町第２

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

新　　　地
常　盤　町
寺　　　町

84
89
92

3. 1
3. 4
3. 6

彰　彦
本　人
三智雄

江 畑　孝 一さん
内 藤 ハルヱさん
今　　　　實さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安
小　　　安

87
99

3. 5
3. 8

本　人
幸　夫

二坂信邦さんの掲載が遅くなりましたことをおわびします。

髙 橋　陽 子さん
伊 藤 トミヱさん

●おわび●

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　さくら

ゆづき

りくと

あいな

　　　かい

み　み

けんたろう　

高 橋　 　桜ちゃん
大 友　悠 月くん
齋 　　陸 杜くん
佐々木 愛 菜ちゃん
髙 橋　　 快くん
高 栁　美 心ちゃん
加 藤 賢太郎くん

2.22
2.26
2.29
3. 2
3. 3
3. 8
3.12

茜　　　町

平清水第１

祝　　　田

六 日 町 上

愛宕町第１

北　荒　町

平清水第４

健さん・愛実さん
翔平さん・智美さん
大輔さん・舞さん
守さん・麻衣子さん
正昭さん・敦子さん
勝治さん・里恵さん
賢一さん・育子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

さ　え

藤 原　紗 咲ちゃん 3. 3 小沢（上院内）司さん・めぐみさん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

はるま

皆 川　遥 磨くん 2.26 久　保　５秀樹さん・康子さん
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3月15日届け出分まで

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　　　村
梺　　　１
下　　　宿
山 王 新 町
久　保　１
宮　　　田
西　川　連

88
88
85
86
79
84
89

3. 3
3. 7
3. 8
3. 9
3. 9
3.11
3.14

沓 澤　キ エさん
阿 部 一太郎さん
石 井　知 子さん
阿 部　哲 雄さん
戸 部　貞 雄さん
　 子 宇一郎さん
小河原　　浩さん

本　人
清　美
茂
光　雄
政　己
富美子
京　子

佳　邦
博
ユリ子
利　雄
文　雄
勇　彦
和　則
美津子
美穂子
本　人
忠　志
憲　一
本　人
喜　美
吉　晴
美　鶴
知　子
鳥居武夫
良　三
久　男
洋　子

3月15日届け出分まで

二 坂　信 邦さん
九 嶋　ヤ スさん
菅 原　良 一さん
佐々木 傳 治さん
佐 藤　フ ミさん
山 田 カツ子さん
伊 藤　直 治さん
松 髙　フ キさん
石 山　　 弘さん
藤 原　濱 子さん
菊 地　ミ ヤさん
伊 藤 レチ子さん
東海林　　正さん
佐 藤　ミ ヨさん
赤 平　善 一さん
齊 藤　豊 治さん
遠 　　房 江さん
黒 澤　キ クさん
小 原　ふ みさん
釜 谷　久 志さん
安 中　鍾 文さん

2016.04.01
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1

2

3

4

5

6

7

8
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１０

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土
●ＪＡＳＳ全県ミニバスケットボール大会〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　佐藤歯科医院（湯沢／☎732720／
　午前９時～正午）
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●市民総体８人制家庭婦人バレーボール大会〔総合体育館〕

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

月月4

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

種類実施時間実 施 場 所日にち

25日㈪ 全血

4月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

12日㈫
１０：００～１０：４０
１１：３０～１３：００
１４：４５～１６：００

雄 勝 総 合 機 械 ㈱

ＪＡこまち南部総合支店

㈱ 髙 嶋 組

　９：５０～１０：５０
１２：３０～１３：００
１４：００～１４：４５
１５：３０～１６：００

全血

柴 田 工 事 調 査 ㈱
ナガタエンジニアリング㈱
ロ イ ヤ ル ホ テ ル
翠 翔 殿

○と　き　4月17日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○湯沢図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後5時

●秋田県社会人ハンドボール選手権大会〔～１７日、総合体育館〕

○年金相談〔旧市民プラザ〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
●郡市中学校春季バレーボール大会〔～２４日、総合体育館〕
●郡市中学校春季軟式野球大会〔～２４日、稲川野球場、順延２６日まで〕
●郡市中学校春季バスケットボール大会〔～２４日、羽後町総合体育館〕
●郡市中学校春季卓球大会〔～２４日、東成瀬中学校体育館〕
●郡市中学校春季柔道大会〔湯沢北中学校武道場〕
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２月に行われたダンス・コンペティションin
仙台では見事２位入賞。
人前に出るのが好きという細谷さん。コン
クールや発表会でもあまり緊張しないそう
です

「
活
躍
で
き
る
ダ
ン
サ
ー
に
！
」
夢
に
向
か
っ
て
一
直
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
谷
　
海
斗
さ
ん
（
湯
沢
南
中
学
校
出
身
）

　
ほ
そ
や

　
か
い
と

　 

世
界
的
に
有
名
な
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
を
数
多
く

輩
出
し
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
国
立
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
、

通
称
ボ
リ
シ
ョ
イ
・
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー（
ロ
シ
ア
）

で
は
海
外
か
ら
も
才
能
を
認
め
ら
れ
た
生
徒
た
ち
を

多
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名
門
校
に
入
学
す

る
の
が
、
湯
沢
南
中
学
校
を
三
月
に
卒
業
し
た
細
谷

海
斗
さ
ん
で
す
。

　「
気
が
付
い
た
ら
バ
レ
エ
を
始
め
て
い
ま
し
た
」。

佐
藤
洋
子
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
三
歳
で
初
の

舞
台
を
経
験
以
来
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し

て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
る

こ
と
が
恥
ず
か
っ
た
た
め
、
学
校
の
友
達
に
も
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
「
筋
力
の
違
い
で
男
性

に
し
か
で
き
な
い
技
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
魅
力
で

す
」
と
胸
を
張
っ
て
答
え
ま
す
。

　
留
学
を
考
え
た
の
は
小
学
六
年
生
の
時
。
ロ
シ
ア

人
講
師
の
エ
レ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ブ
ナ
・
レ

レ
ン
コ
ワ
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
、
留
学
を
勧
め
ら
れ

た
こ
と
が
本
格
的
に
バ
レ
エ
の
道
を
歩
む
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
家
族
か
ら
は
「
ま
ず
は
高

等
学
校
に
進
学
し
て
か
ら
考
え
て
み
て
は
」
と
反
対

さ
れ
ま
し
た
が
、
バ
レ
エ
を
極
め
た
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
と
、
レ
レ
ン
コ
ワ
さ
ん
か
ら
「
今
が
一
番
伸

び
る
時
期
」
と
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
で
留
学
を
決
意

し
ま
し
た
。

　
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中

学
二
年
生
の
夏
、
腰
椎
分
離
症
の
た
め
半
年
間
練
習
か

ら
離
れ
た
時
で
す
。
バ
レ
エ
が
全
て
だ
っ
た
生
活
が
一

転
し
、
苦
し
み
ま
し
た
が
「
留
学
の
時
期
で
な
く
て
良

か
っ
た
」
と
前
向
き
に
考
え
、
復
帰
後
は
さ
ら
に
練
習

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
月
に
行
わ
れ
た
ダ
ン

ス
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
in
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
シ
ニ
ア

部
門
で
は
、
見
事
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
よ
り
も
演
技
の
質
を
重
要
視

し
て
い
る
細
谷
さ
ん
。「
本
来
バ
レ
エ
は
競
い
合
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
の
精
度
を
高
め
、
お
客

さ
ん
が
楽
し
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
練
習
を
通
し
て
技
術
だ
け
で
な
く
、

忍
耐
力
を
養
う
こ
と
で
人
間
的
に
も
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
今
は
バ
レ
エ
の
練
習
の
ほ
か
に
ロ
シ
ア
語
の
勉
強

も
し
な
が
ら
留
学
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
目
指

す
の
は
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
。

言
葉
の
壁
な
ど
の
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
留
学
先
で

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
活
躍
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
静
か
に
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
バ
レ
エ
の
舞
台
は
美
し
く
華
や
か
で
す
が
、
そ
の

裏
で
は
地
道
な
努
力
が
必
要
な
厳
し
い
世
界
で
も
あ

り
ま
す
。 

厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
ひ
た
む
き
に
夢
を

追
う
細
谷
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲新庄で行われた発表会にて
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